
～安心して働ける信州のために～ 

伊那労働基準監督署 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊那労働基準監督署管内における、令和７年６月末における労働災害による休業４日以上の死傷者数は 77 人

となり、令和６年同時期の 80 人から３人減少（前年比▲3.75%）となりましたが、近年で最も少なかった令和

元年と比較すると 16 人も多く、依然として高止まりしている状況にあります（※）。なお、令和７年は６月末現

在において死亡災害は発生していません。 

（※以下、死傷者数については、特別のことわり書きのないものは全て、当該年１月～６月の休業４日以上の死傷者数を示しています。） 

 

 

最も多い事故の型は「墜落・転落」災害が 20 人で、災害全体の 25％を占め、前年同時期より４人増加し

ています。次いで、「はさまれ・巻き込まれ」災害が 13 人で 16％、「転倒」災害が 12 人で 15％となって

います。 

  

【１】上半期における労働災害の発生状況の推移 

グラフ２：事故の型別構成比（各年 6 月末時点の状況） 
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【２】事故の型別労働災害発生状況 

グラフ２：事故の型別構成比（各年 6 月末時点の状況） 
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 業種別で最も多いのは昨年同様に製造業で 25 人、全体の 32％を占めています。次いで建設業が２人減少

の９人で 12％、卸・小売業は昨年と比較し７人減少（前年比▲53％）となっています。 

 

 

年齢別で最も多くなっているのは 60 歳以上で前年と比較し７人増加し、28 人全体の 36％を占めています。 

また、50 歳以上の中高年労働者の災害は全体の半数以上を占めており、中高年層の災害増加が目立っています。 
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【３】業種別労働災害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19歳以下

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60歳以上

（外側 今年度 : 77人 内側 前年度 : 80人）

【４】年齢別労働災害発生状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

はしごや脚立からの墜落・転落災害をなくしましょう 

 

 

はしごを使う前に／脚立を使う前に 

 

 

はしごや脚立は、ごく身近な用具であるため、 墜落・転落の危険をそれほど感じずに使用する場合が多いと思

われます。しかし、過去の災害事例を見ると、骨折などの重篤な 災害が多数発生し、負傷箇所によっては死亡に

至る災害も少なくありません。安全を確保した上で、はしごや脚立を適切に使用しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜はしご・脚立を使用する際の安全対策について

＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜墜落制止用器具を適切に使用しましょう＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全帯という名称が「墜落制止用器具」と改められ、墜落制止用器具は「フルハーネス型」を使用することが原

則となっています。作業内容や使用する高さによって適切な墜落制止用器具を選定してください。また、労働者

を高さが２ｍ以上の箇所であって作業床を設けることが困難なところにおいて、墜落制止用器具のうちフルハー

ネス型のものを用いて行う作業に係る業務（ロープ高所作業に係る業務を除く。）に従事させる場合は、特別教

育を受講させる必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全帯が墜落制止用器具に変わります 墜落制止用器具の安全な使用に関するガイドライン 

https://www.mhlw.go.jp/content/001

101323.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/new-

info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/170322-1.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/1130

2000/000473567.pdf 

https://www.mhlw.go.jp/content/113020

00/001293036.pdf 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/001101323.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001101323.pdf
https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/170322-1.pdf
https://www.mhlw.go.jp/new-info/kobetu/roudou/gyousei/anzen/dl/170322-1.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/000473567.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001293036.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/11302000/001293036.pdf


 

 

 

 

＜転倒災害を防止するための取り組みについて＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加齢とともに筋力が衰え、また骨粗しょう症になると転倒しやすく、骨折を起こしやすくなりま

す。近年 50 歳以上を中心に、転倒による骨折等の労働災害が増加し続けています。事業者は労

働者の転倒災害防止のための措置を講じる必要があります。エイジフレンドリーガイドラインを

参考に高年齢労働者が働きやすい職場環境を構築していきましょう。 

エイジフレンドリー 厚生労働省 検 索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運動は筋力を強くし、バランス能力を高めるため、転倒予防効果があります。毎日これらの簡単な運動を続けて、

転倒予防に取り組みましょう。 

 

 

 

 

 

＜日々の運動のススメ＞ 

 

 

 

 

 

 

事業場をパトロールする際は、下記のチェックリストを活用し、転倒とつまづきの原因を対策しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公益財団法人骨粗鬆症財団「転倒予防のために」より引用 

https://www.jpof.or.jp/Portals/0/images/osteoporosis/03/fall/img_falldown.pdf 
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https://www.jpof.or.jp/Portals/0/images/osteoporosis/03/fall/img_falldown.pdf

